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株式会社リコルディとの
経営統合に期待されるシナジーについて
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M&A発表

M&Aの⽅針
■「Our ambition」の達成の為
に⾃前で事業を作るか、時間を
買うかを検討

■事業を推進するにあたり、⾜
りないパーツがあり、それらを
埋める優良企業があれば、ファ
ウンダーに直接アプローチ

■ M&A案件は10社近くを常時
検討し、持ち込み案件はなし

■共に世界的な企業をつくるこ
とを強く提案し、志に共感して
くれた企業をM&A

M&A 2018 2020 2021

2018年11⽉

2019

2021年11⽉

2018年11⽉ 2020年1⽉ 2021年6⽉ 2021年12⽉

2019年9⽉ 2020年9⽉

2018年11⽉に最初のM＆A実施後、丸3年で 8社をM＆A
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注1)

注2)

注3)

注1）2020年5⽉に株式会社RENOSY ASSET MANAGEMENTに商号変更 注2）2022年5⽉1⽇事業譲渡予定 注3）2022年3⽉1⽇までに株式譲渡予定
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M&A発表

株式会社リコルディ
との経営統合
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株式会社リコルディと経営統合■ RENOSYマーケットプレイス
のオンライントランザクションと
同じく投資⽤不動産の取引をメイ
ンに取り扱うリコルディを経営統
合

■新築が⼊ることでRENOSYマー
ケットプレイスの商品ラインナッ
プの拡充に
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▲50%

95%

362%

M&A発表

株式会社リコルディ
業績概要
■2021年6⽉期実績
・売上⾼、粗利、営業利益、成約
数と堅調に推移。
・特に営業利益はYoY95％と⾼い
成⻑率を実現

■2022年6⽉期予想
・2022年度も業績拡⼤を計画
・売上⾼、粗利、成約件数は3割成
⻑以上を想定
・営業利益に関しては、約4.5倍の
⼤幅伸⻑を⾒込む
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M&A発表

株式会社リコルディ
との経営統合による
政策課題への対応強
化

国⼟交通省発表の「不動産業
2030」に記載の業界の役割、重点
的に対応すべき政策課題にもリコ
ルディとのM&Aにより推進
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国⼟交通省発表による不動産のビジョン

AI、IoTなどの新技術の有効活⽤

⾼齢者、外国⼈等による円滑な不動産取引
ESGに即した不動産投資の推進
不動産業分野における新技術の活⽤

AI & IoT活⽤の新築・コンパクトマンション参⼊
DX活⽤による外国⼈等へのなめらかな不動産取引

ESGに即した⻑期的資産形成の推進

との経営統合により強化
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M&A発表

シェア拡⼤の道筋
リコルディ社との経営統合により
新築・⼀棟・⾸都圏以外等の商品
ラインナップの拡充により、SAM
が拡⼤
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⾸都圏の中古マンション50㎡未満

SAM1.5兆円 ※1,2）

注1）株式会社東京カンテイ「プレスリリース ⾸都圏 新築・中古マンション市場」(2021年1⽉)、株式会社東京カンテイ「プレスリリーズ 新築・中古マンションの市場動向(⾸都圏)」(2021年5⽉)、公益財
団法⼈東⽇本不動産流通機構の登録物件データ、投資⽤不動産会社上位10社の業績を参考に推計
注2）SAM…Serviceable Available Market(RENOSY マーケットプレイスがターゲットとする市場規模)
注3）ニッセイ基礎研究所 賃貸マンションの売買総額(2021年7⽉)

経営統合によりシェア拡⼤へ

SAM 約2.4兆円 ※3）

新築・中古の賃貸マンション
約1兆円
SAM拡⼤

今後
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M&A発表

リコルディ社の
経営権取得効果
経営権取得による効果は、⼤き
く５つ

商品ラインナップの拡充

マーケットシェアの拡⼤

⼿数料の改善

EPSの向上

新築、中古と商品ラインナップを増やすことで顧客の選択肢が広
がり、新たな顧客獲得に繋がる。新築という上流を抑えることで、
真の⼀気通貫の完成

RENOSYマーケットプレイスのマーケットシェア拡⼤に寄与

新築を商品ラインナップに加えることで⼿数料の改善を⾒込む

利益貢献度が⾼い企業がグループ⼊りすることで、1株あたりの株
主利益最⼤化
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経営権取得による効果

セールスの業務効率化
および⼈員強化

当社が持つDXツールの活⽤やノウハウの共有、加えて、セールス
⼈員の増員によるグループ⼈員強化などにより、さらなる事業の
拡⼤を⾒込む
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M&A戦略

スケールメリット
及び市場シェア拡
⼤に伴う効果
■投資⽤不動産を扱うリコル
ディとの経営統合により、同領
域における事業投資を共同で⾏
い、スケールメリットを実現

■引き続き投資を要する、シス
テム開発や広告宣伝・集客など
で、より⼤きな投資効果を引き
出す

スケールメリット及び市場シェア拡⼤に伴う効果

システム開発 広告宣伝・集客

商品の調達 ⾦融機関との取引

RENOSYマーケットプレイスの拡⼤により
スケールメリットを実現
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売る

買う

貸す

借りる

新築

⼀棟

⼩⼝化

中古

NEW

M&A戦略

商品ラインナップ
拡充によるLTV向上
■RENOSY会員は2021年10⽉
末時点で約24万⼈

■商品ラインナップ拡充で、各
会員へのクロスセル機会が増加
し、LTVが向上

■継続的な会員増加に伴う、
ネットワーク効果の⾼まりによ
り、RENOSYマーケットプレイ
スのリピート利⽤が期待できる

海外
不動産

商品ラインナップ拡充によるクロスセルでLTVを向上

約24万⼈

投資する

マーケットプレイス
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13,200
1,190

FY2022 FY2022

M&A発表

株式会社リコルディ
の経営権取得後の業
績インパクト
リコルディとの経営統合後の業績
インパクトはポジティブで、売上
⾼、売上総利益が積み増しとなる
他、事業部利益（営業利益）も約4
億のプラスを⾒込む
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110,000

6,270

FY2022 FY2022

売 上 ⾼

6%
売 上 総 利 益

9%
営 業 利 益

630%
116,270

（百万円）

14,390

（百万円）

57

FY2022 FY2022
（百万円）〜〜〜〜〜〜〜〜

（予想） （予想） （予想）

※）リコルディ社の2022年6⽉期の業績予想を、2022年3⽉（株式譲渡予定）以降8ヶ⽉分の業績で按分し、当社業績インパクトとして算出

※） ※） ※）

417
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M&A発表

株式会社リコルディ
の経営権取得後の⾃
⼰資本
M&Aにより、のれん/⾃⼰資本倍率
は⼀時的に増加するものの、⾃⼰
資本は約13億円増加することによ
り親会社所有者帰属持分⽐率も増
加し、財務健全性を確保
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2021年10⽉末 時点
リコルディ社

2021年6⽉末時点を
加算したイメージ

のれん 4,554 6,474

親会社の所有者に帰属する持分
（⾃⼰資本） 18,992 20,342

総資産 30,565 31,406

親会社所有者帰属持分⽐率
（⾃⼰資本⽐率） 62.14% 64.77%

のれん/⾃⼰資本倍率 23.98% 31.83%

（百万円）
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M&A戦略



2021 @ GA technologies Co., Ltd

M&A戦略

リアルとテクノロ
ジーの統合戦略

■不動産事業やテクノロジー
事業は単体においては利益総
額と⾼利益率、⾼効率の両⽴
が困難

■RENOSYマーケットプレイ
ス同様に、不動産事業とテク
ノロジー・DXを組み合わせる
ことで、それぞれの事業にお
ける利益と成⻑・効率の向上
を⽬指す
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リアルとテクノロジーの統合戦略

注1）

注1）2020年5⽉に株式会社RENOSY ASSET MANAGEMENTに商号変更

リアル取引導⼊
による利益拡⼤

リアル主体 テクノロジーのみリアル+テクノロジー

DXを通じた合理化
成⻑速度促進

強み：
• 利益額が⼤きく、素早い利
益成⻑が可能

課題：
• コスト効率を⾼めづらい
• 成⻑に⼈の介在を要する

強み：
• ⼈の介在が少なく、急成
⻑が可能

課題：
• ⼤きな利益獲得に多くの
顧客獲得を要する

不動産事業とテクノロジー・
DX事業を組み合わせること
で、利益と成⻑・効率の両⽴
を実現
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M&A戦略

M&Aを通じて
⽬指す効果
■M&Aを通じて、RENOSY
マーケットプレイスの成功を
横展開できる周辺商品及び海
外市場へ進出

■同時に、サービスカバレッ
ジを拡充するM＆Aにより、顧
客の相互送客及びLTV拡⼤を
⾒込む

14

売却

購⼊

購⼊後

各国・市場

投
資
・
運
⽤

実
需

D
X

⽇本 中華圏 タイ

商品ラインナップ・サービスカバレッジ
を拡充するM&A

当社のM&A戦略

市場を海外へ広げるM&A

● 商品ラインナップ拡充
● サービスカバレッジ拡⼤
● 提携不動産業者獲得
● 優良顧客（反響）獲得
● メディア強化

●●●●●● ●●●●●● ●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●

M&Aを通じて⽬指す効果
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M&A戦略

M&A後のPMI
（Post Merger Integration）

■過去のM&Aを通じて蓄えた
PMI推進ノウハウを⽤い、短期
でのシナジー実現を⽬指す

■現経営陣によるマネジメント
継続をベースとしつつ、当社グ
ループのリソースを⽤いた成⻑
加速を⽬指す

■当社が強みとする、テクノロ
ジーと不動産業を組み合わせる
ノウハウを活かし、⼿数料の拡
⼤と成⻑加速を実現

事
業

P
M
I
推
進

管
理

① テクノロジー企業には不動産取引の組み込みを模索し、事業のバリュー
チェーン拡⼤を⽬指す

② 不動産企業はDX化を推進し、集客やオペレーションの効率化を⽬指す
③ 当社グループ傘下となることによる、信⽤⼒強化を⽤い、採⽤、資⾦調

達、広告・宣伝、取引先開拓などを強化し、成⻑を加速

① 現経営陣によるマネジメントを継続し、GAグループ本体の経営にも参
画することによる、各社ノウハウのGAグループ全体への波及を狙う

② 100⽇計画の策定と、計画に基づくPMI推進とKPIモニタリングを推進
③ ライン別の分科会⽴ち上げと早期の共同でのプロジェクト推進を⽬指す

① バックオフィス統合によるコスト合理化を⽬指す

② 当社のDXツール導⼊による業務効率化を⽬指す

③ 共通の管理会計システムの早期導⼊、業績推移モニタリングを確⽴
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12⽉3⽇

早期のシナジー実現を⽬指したPMI戦略
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M&A戦略

過去のM&A実績
ITANDI
■2018年11⽉にM&AをしたITANDI
は経営統合後、業績を拡⼤

■売上⾼の4年CAGRは76％を記録
し、GAグループ参画後のPMIの成
功により、成⻑を加速

■成功のPMIを横展開・再現し、他
のM&Aにおいてもグループ参画後
の相互の⾼い成⻑を実現

M&A後の売上⾼成⻑率

CAGR

213

461

812

1,170

FY2018 FY2019 FY2020 FY2021
（百万円）

M&A前 2018年5⽉期

76%
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M&A戦略

GAグループの展望

RENOSYマーケットプレイスを中
⼼に第２、第３の事業を創出する

GA technologies groupの
今後の成⻑曲線

現在

新規事業

M＆A

海外展開
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将来⾒通しに関する注意事項

本発表において提供される資料ならびに情報は、
いわゆる「⾒通し情報」（ f o r w a r d - l o o k i n g  s t a t e m e n t s）を含みます。

これらは、現在における⾒込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、
実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、⼀般的な業界ならびに市場の状況、⾦利、通貨為替変動と
いった国内および国際的な経済状況が含まれます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、
当社は、本発表に含まれる「⾒通し情報」の更新・修正を⾏う義務を負うものではありま
せん。

お問い合わせ先
IR担当
Email ：ir@ga-tech.co.jp
IRサイト：https://www.ga-tech.co.jp/ir/
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